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大型重油だきボイラの経済的空気過剰係数と

A/H(l) エレメントの取替周期についてT
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1. 緒言

重油の完全燃焼のためには十分な量の空気が必要である.しかしあまりに過剰であると煙突よ

り排出するガス量が増加し，排ガス損失が増大する.反対に空気量を制限して行くとしだいに未

燃分が増加し，最後には燃焼が困難になる.また一般に，重油だきボイラにおいては過剰空気量

が多いと，燃焼によって生じた S02 がさらに酸化されて S03 となり，り|ガスの露点を上昇さ

せて，低温部腐食問題，スノーフューム問題などを引き起す.特l乙，低温部腐食問題としての

A/H エレメントの腐食はボイラ効率を低下させ， エレメントの取替えを余儀なくさせるので，

空気過剰係数や取替費用との関連においてエレメントの取替周期を考慮しなければならない.

本論文は大型重油だきボイラの排ガス損失，未燃分損失， A/H エレメントの腐食による熱損

失および A/H エレメントの取替費用を，空気過剰係数 m と A/H エレメント取替周期 T の

関数として表わして価値評価し， 経済的な m， T を見い出そうとするものである. 本文ではま

ず，現象の把握と若干の仮定のもとに定式化を行って， 目的関数を求め，ついで新潟火力発電所

の具体的資料に基ずいた計算結果と考察を示した.

2. 現象の把握と定式化

1. 排ガス損失1)

排ガス損失 /1 は単位時間当り次の式で表わされる.

/1 = {(m-l) . Ao+σ。}・ F.Gpm ・ (t，-t，) KcaI/H (1) 

ことに m 空気過剰係数， Ao: 理論空気量 Nm3/kg， G'o: A/H における空気の漏れ込みを考

慮した理論湿り排ガス量 Nm3/kg， F: 単位時間当りの燃料消費量 kg/H， C川:湿り排ガスの比
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(1) A/H: Air preheater (空気予熱器)
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熱 KcaljNm3 oC, t(J :排ガス温度。C，ん:大気温度。C

2. 未燃分婦失

未燃分損失としては，ばい庫中の炭素分2) ， 3)排ガス中の co が考えられる.と ζ ろで，ボイラ

の燃焼特性にもよるが，現状では，一般に， m:=:l. 025 程度までは， co の発生が認められない

のが普通である.従って，未燃分損失としては，ばい塵中の炭素分だけを考慮すれば十分である

と思われる.

いま，電油 1 kg 当りの未燃分損失をんとすれば，次のように表わす ζ とができる.

12=hc.G ・ P'!1(m)ん (m)KcaljH (2) 

ここに， h.: 炭素の発熱量 K caljkg, G: 排ガス量 Nm3jkg， !1 (m) :ばい塵量 kgjNm3， !2(m) 

:ばL、慮中のカーボン含有率

3. A/H の腐食による熱損失

1) 空気過剰係数と S03 の生成および露点との関係

一般に，重油だきボイラにおいては，過剰空気を少なくすると， S03 の濃度が減少し， それ

に作って，露点の低下することが知られている.

O2 の低下による S03 濃度の減少は S02 から S03 への転化率の減少によるものであり，そ

のメカニズムについては，今なお不明な点が多い. 転化された S03 は排ガス中の水蒸気によっ

て硫酸となり，冷えた金属表面と接触すると，ぞの表面に硫酸の露を結ぶ.その濃度はその友商

温度と排ガス中の水蒸気分圧によって定まるむ.

第 1 岡は大型重油だきボイラにおける O2 と時点との試験結果の一例である 5\ この例からも

わかるように， IIIl線を二次曲線の一部とみなす ζ とができる.

いま，露点 !3(m) そ空気過剰係数 m の 2 次式として，次のように表わす働
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ζ こに ， ag, ba, Ca は定数である.

2) ユングストローム型 AfH の内部温度

AfH ，とは鋼管型とユングストローム型とがあるが， 大型ボイラでは後者が広く使用されてい

( 3) 

る.これは蓄熱型の回転エレメントが， ガス側で加熱され，空気側で冷却される.第 2 図は

AfH の断面図の一例で，空気は下側から入り，上側に出，ガスは上側から入り， 下側 tζ出る.

従って，回転エレメントは下側から上側に向って，ある温度分布をしており， さらに，空気側と

ガス側を回転することによって，ある温度巾で周期的な変化をしている.理論上この内部温度は

時間と位置に関する偏微分方程式6) で、表わきれろが，簡単のにめに， fI'{紙で、あおとし，さらに，

f す:カ11 柊湖撚 1) Y 給めのがλ;量産

ずえ平均~~;t. 

方 1) 事実朔がリの工いノ下~:~ }聖
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エレメントは第 3 凶の平均温度直線 5 を中心に，最大，平均温度をもって代表させる.従って，

直線 2 と 8 の聞を交互に変動している.

エレメントの最低温度は，空気温度と等しくなるときであるので，第 3 図から A/H 内部にお

この h 点以ける露点高さ h は，排ガスの露点と空気温度の直線が交わる点として与えられる.

そ ζ で，露点の位置を表わ一時的または恒常的K，露点以下の温度になる.下のエレメントが，

の関係を定式化すると，次のようになる.
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すエレメント下部からの高さ h と露点 f3(m)

ここにん:エレメント全高さ mm， t削:入口空気温度。C， tao: 出口空気温度。C

A/H の腐食量との関係空気過剰係数と3) 

いま，A/H 内における露点高さが移動する.空気過剰係数の変化Iζ従って，露点が変化し，

エレメントの一様に腐食されるものと仮定すると，露点以下ではエレメントが，腐食度 Sc で，

単位高さ当り，単位時間当りの腐食量 mc は次の式で表わされる.

(5 ) mc=Sc.Ae よ 10--. kg/mm, H 

単位時間当りの腐食深さ dcここに， Sc: 腐食度 mg/dm2H， Ae: A/H の伝熱面積 m2， また，

dc = Sc' ~ .1O-{mm/ H 
r 

は次の式で表わされる.

(6 ) 

ここに， r: エレメントの比重量 g/cm3

A/H の腐食による熱損失4) 

h ，土腐食が進行しでも，まず，属点高さ h が， 0.二五 h -;，五 h e1 の範聞に百うる場合について考え，

この仮定については 3 --1 で述べる.変化しないと仮定する.

これ(te1-tem) /2 dc 時間で t聞 になるが，低温部のエレメント厚さんは腐食により減少し，

さら t乙tem は熱交換に必要な最小肉厚である.ζζlζ ， までの聞は熱交換に支障をきたさない.

(損腐食が進行し，時間 T になったときに，腐食によって阻害される単位時間当りの交換熱量

失熱量) 13 は，次の式で、表わされる.

九 -tem __ _ t" 
三1 三五 Tく一一のとき
2 dc =-=2 dc 

1 . 1 ,/ ~ te1 -tem ¥ 13 = ー・φ: mc, h. (Tー」一;em IK cal/H 
T 'f" 2"'-'''¥- 2dc / 

(7) 

Tミミ t"l のとき
2 dc 

t,m I _ 2 t" -t"〓 t
ん=ナ・ cþ.mc ・ h ・ i :t: . ¥ Tーす正勺K叫H ( 7)' 

ここに，ゆ:エレメント最小限重量についての単位重量当り，単位時間当りの交換熱量 Kcal/kgH
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ie理
2dc 

ヱレメ〉トイ実用時間 ， H

エレメヰ実用蒋鯖ピ榎失熱愛ヮデ4 密

第 4 以iはエレメント使用時間と腐食による損失熱量との関係を定性的に凶示したものである.

全く持様にして，定式化することができる.h が hn より大きい場合であるが，次 1;: ，

AfH エレメント猿替費用4. 

ニじレメントAfH エレメントの取替費用はニL レメントの材質，型式，大きさによって変るが，

る人件費などは緩めて少ない.

損失の経済評価と践的関数

代がほとんどで，取替え

3. 

損失の緩済評億

拶ドカ、ス損失と米燃分損失は，負荷がきまれば，空気過剰係数の欝数として tLえられ，単位時間

現在のボイラ効率 hこの損失熱量の価値評価としては，当りの損失が熱量として求められる.

へのはね返りを考え， l/r}B f乏して取り扱う.

長期間につAfH の腐食による損失は空気過剰i係数のほかに，時間り関数になっているので，

よ己レメントの必要最小評価しなければならない.いま，腐食が進行して，いての影響を考えて，

点におけるこのときより h 点以下における熱交換が不十分となり ， h 内厚;ζ達したとすると，

空気温度が当初の温度を下まわるために，露点位置がしだいに上昇する結果となり，空気温度の

AfH 出入口における従って，上部のこ広レメントによってカバーされることになる.低下分は，

エレメントの腐食は上露点位震は上昇し，排ガス温室および空気温度には変化が見られないが，

もし h 点以下

の腐食によって，熱交換が不十分となった熱量を AfH 言普段の蒸気式場H で常に不足分を補充

しかしながら，最も経済的な還転方法として，)jへと発展して行くことになる.
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し ， h 点における当初の空気温度を維持したとすれば(実際の運転では蒸気式 A/H 出口の空気

温度を制御した乙とになる)露点高さ h は固定されるであろう.従って， 損失熱量は排ガス温

度が上昇した分だけとなり， これは蒸気式 A/H で補給した熱量に等しい.ζ のような考え方か

らすると， エレメントの取替えは h 点以下の腐食による熱損失と取替費用との兼ね合いで行う

のが合理的である.そこで， T 時間同一条件で運転を続けたとし， 損失費と取替費用を時間 T

について平均し，単位時聞についての評価とする.

2. 目的関数

空気過剰係数 m とエレメントの取替時間 T の関数として，排ガス損失， 未燃分損失，エレ

メントの腐食による熱損失および取替費用を表わしてきた.そこで， これらをすべて単位時間当

りの費用に換算して総和を求め， これを K(m.T) とすれば，経済的な m， T は各負荷 C と

に ， Min K(m.T) を与える m， T である.ただし mミ1. 02 

ここ lこ，

K=Kll十K12十K21 十 K22

であって，これが目的関数である.

1 C . 
Kll : 排ガス損失費=て ・百 • 11 

IJB .1.1 

1 C • 
K12 :未燃分損失費 =τ u ・ 12

'JB .1..1 

1 C 
K21: AfH の腐食による熱損失費て ・百・ 13

'18 H 

K22 :エレメン l 取待費=;

Yj IJ :ボイラ効率， C: 燃料単価， H: 発熱量‘ k: エレメント取替費用

4. 計 算 相1I

1.計算諸元

第 1 表~第 3 表 l乙計算諸元を示す.

2. 計算結果と考察

1) AfH が腐食しないと考えた場合

(8 ) 

この場合は，目的関数 K=Ku十K12十KZ1 十 Kzz において， KZ1' Kzz を考える必要がないの

で， K=Kll+K12 の最小値を与える m が，最も経済的である.第 4 表I乙計算結果を示す.各負

荷とも m= 1. 05 付近に K の最小値がある.すなわち ， m=1. 05 付近にボイラの最高効率点が

あるといえる.事実，新潟火力 1 号ボイラと同型式ボイラにおいて ， m= 1. 05 付近以下より，

効率の低下が認められたとの報告がある.メーカー指定の m が 75MW で1. 08, 80 ルlW 以

上で1. 07であるので，少なくとも， 1. 05付近までは下げる必要がある.
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第 1表負荷に関係しむい計算譜元

君、 百本 記号 ~ 』責 4靖 考

燃科 f ~活 ι 5.116河/.1. C 買を溜

源科目発事軽量 H 9， 750K.血1/.1 C1重溜

耳亘書面空気量 A。 10. 685N",a / If Â:>=抑制C十267M一昔)-tヨ335

芳思斜 P 率直正え C 重油

ト .Jl( 壬ト 包。 ooo04KI/k7-

灰 分 4 0.0002 ~ 

炭素
トー

C 0.85.ク'() . 

水 4撃 え 0.1140 ・

がt 黄 S 0.0�54 . 

重変度 家 耳， 。

秦
トー

~~ 
。

大気 温 2生 ta. 12・c

王重愉i呈リキ非ガス董 q-o 11.ヨ24，均ー'/kfJ (io=(ι aZf)A。十f867C
+11 Ztf.-t，♂ 7s-tl24，f，甜+(J.IJ;ぁ

iJH :1非ガスの比熱 C�7n. o.315kût似杓

主更号事 の 手軽善悪量 -;(c 8,100 KC4fj kfJ 

除、.. 中旬噂分l'，-せント 志向〕
-z，646ρー手 )2

-105(1-J，)十100%

鴻工レメン量ト重メタ注ル高の挙言法当時り 1nc 144ð!xIO'物印刷 腐蝕SC=10"'3/d"f.Hの場会

市害ン事長責ト換4メ7をタ阻Y示M害最し扇U小いエ肉レ摩孟メ re揖 0.4明揖

d.c i78-5XA戸市"'/H〆

工レタシトメタ')vの比重量 』む 7. 850Ki/"''' 腐食1聖心 =10刑'i;d"，~ H四場合

tの邑語焚t都模エ型レFメF苦ント メ 9)レ ~/ / X: !Oγ円

イタ色ル~中の段失事者興芭工費し用タÒ'). メ ﾆz fXf07月

次 lこ， tll ガス温度を運転操作によって， 変化させる場合について考えてみる . AfH が腐食し

ないと考えたのであるから，排ガス温度んを下け、れば，それだけ経済的である. そのとき，

K川 171 を与える m は1. 05より大きい方に移動する.反対に， t" を上げれば， 1. 05 より小 3 いJj

tこ移る.第 5 表はんを l
O

C 低下させたときの排ガス損失費の減少を示したものである.

2) AfH が腐食する場合

この場合は m のほかに T， K21, K22 および Sc が重要な要素となる.こ ζ で，われわれが決

定できるのは m と T である.まず T を変数とし m を固定して考えてみる.

a. m を固定し， T を変数とした場合

目的関数 K=Kll+K12十K21 +K22 において Kll と K12 は T を変数として含んでいないので，

K=Kzl+K22 の最小値を与える T が最適取替周期である.第 6 表は m が与えられたときの最

適取替周期 T，n の一覧表である.ここで問題になるのは腐食度 Sc の値である.新潟火力 1 号ボ

イラにおける低温腐食試験によると ， Sc=5-12kgfdm2, H 程度であるが， この値は周期的な温
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銑 2表負荷に関係する計草書肴元

み二J-;j よ l�5MW 100MW ク5MW

ボイラ効率 78 0.8779 0.8770 08746 

考A灯/慮、スHしで量たの提漏言命れ湿込みり着暫ド Go' 12唱416.岬JMkv匂pf i22乙M四柵W同H修
/之6228，ん仇，3，匂

燃料 j角貸費 戸 /7. 320ケ/H

A/H 入ロ材ドガ沫温度 tji- 33'1.C 317・c 299.C 

A/H 広口相同ヌ温度 ri6 !330C 129・c 12S.C 

州入ロ空気掛 f 抱 一叩笠盟一刊m山一竺2訓d訓'O(叩3型匡主M叫附{ρノf旺4ザwFh主'セC逼正d:f討4おe三Lff一「U}←一L-|| ーLドl grc 

デ'O'C

A/tl~\J空気温度 T.Qb I 314.C 2仰.C 281 ・c

ばし、産 量|仰)l gd為市'7IN71<3 G78TYJ2tM5>mgfNmd
、

酬におけ吾相婚 i EFln,momtd/H fzmomhWH 13,053ßOOkcJ/H 

翼線古dのヱレj シトメタ
ル下書官からの高き え '1• 874(td-8Z)調視 !f. 028('“

-86)胡乱 12.l5/(t可'-90)mm

ーが:876ρ ー .k l 一 15， 876(1-長 )2 -15, 876( 1-:I�f 
露 J占、、、 右 f吋 十乙520ρ- .f;) 十乙 z68(f - 孟) +乙 f42( f- 長)

+41'ι 十47.C 十50・c

第 3表新潟火力発電所 J号脳ライ士様航空F

テf多 式 三菱神戸c t=. 剃剛、く射再熱珍
一一

燃 焼 フ町 式 底力燃焼式，タンゼ、ン、河Jレゴーナーアァイヤリング

莱 手色 重 435TJH ( 門CR)

蒸 気 .7.f. カ 138.7k9/Cイ令指網) f325K1/c"f'(:j (S/Ht目的〔重治寺焼時〕

主主 tヌ'"む 、，警mヨz

z 友 54/'C (SjH 出口 ) ~4rc <R/H ll:lロ) (重泡孝一炭時〕
一一一 ー一

主更 用 燃 来+ 重:省および宍然力、うえ〈現在 lãt重浦専津J

重油)"ー ナ C.E蒸気鰍タン ttン、初レバーナ 1. 84().R/~l(16， 1. 5/0-R!仰

空
止云然面積 Ae= /6， 抑制"'/針 2台 | 

気 エレメントメタJ同報類 イ三温都 総j員中綾部 中長安害事 諸島温部

予 エレメ〉トメタJレの蓄さ I!e, =300''''地 ァfez=450m揖 私-6tJOm汎 l!e4= 1- 0()()揖汎

熱
エレメント jタJレ~J!手き t:e,=f. 2現視 tx2=0. S叫孔 寸何=0.6荷風 r匂=0. 6詞明，

器
ヱレメントメタル併横 フジゴーjレデン. フジコールテムS周 炭素鋼 炭素鍋|
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者き4表 A/H が粛食レないピ考えた
場合の総積失費 K

費時MW -m- O2% K=X，，-t- 物宵Vl-f l

75 /.020 tJ.4/ 6， 0九P

/.030 0.61 6,030 
1.040 0.81 6,005 

λ 042 0.85 6,00Z 

1.044 。 89 6,001 
1.046 09Z 

1.048 0.96 

1.050 よ 00

'.052 104 

1.054 1.08 6,001 
/.056 1.11 

1.058 1.15 tら 006

1.060 tft1 6,00'1 

1070 1.37 6,033 

1.080 !55 6,070 

100 1020 041 8,210 
/.030 。 61 8, 143 
1 (},f0 a81 8, IOZ 
1042 0.85 8,098 
/.044 08f1 8.094 

!.046 0.92 8.M2 

1048 αq6 

!050 100 

1.052 

1.054 1.08 8，08ず

1056 /.11 8,092 

1058 !.f5 8,095 
/060 1.1Q 8,098 

1070 1.37 8.f2Q 

1.080 1.55 8,180 

125 ', 020 0.41 10,4(,1 

1,a30 0,61 10,a58 

', 040 0 ,81 10,294 
1.042 0,85 10,285 
ι 044 0.89 10,279 
λ046 0,92 10,è 'l3 

', 048 0.96 10,270 

λ 050 I,M 10,266 

1,052 ι 04 10.264 嘱嶋

1, 054 μ18 10， 2.必

1, 056 人/1 10,266 

/, 058 ι 15 10,269 
1,060 l ,fq 10,272 

λ 070 1,37 10,308 

1,080 1,55 l o, ð70 
l_ 
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第5表彰哲rcイ底下さぜた場合の
K'1 の滅少費 LI 1¥11 

‘ 41(，1 円/H
m 

75MW 100MW l�5MW 

1. OZtJ 47 63 80 

1.030 47 64 グ/
1.040 48 64 8/ 
1.050 48 65 82 
1.060 4q 65 83 
1.070 4C{ 66 83 
1.()80 4q 66 84 
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第 6表 空気遁乗j係数が与えられてゆ時の最逼取替周期丁悦

~耳切b
7均時間 CrZ5MW 運転時〉

ヲ'72..

Sc=fO坊が Sc=8"弘fII Sc~6切~H SC$，ρ抑'ø{1-I SC"'è弓'1I"，~H

1.tJZO 23 。。 。。 。。 。a 。。

!tJ30 187 。。 。。 t1,tJèO 19, !30 

1.038 ZQ6 5.870 7, 250 手t タ'ðo /究;~O

1.040 320 C町 。。 11, O!O /f1,6(}0 

1.050 4�5 1~4Z0 17, 8ðO 

I.06tJ 5ρf 。。 努タ'80 /Ó,490 

1.070 552 勿750 9-650 15,5()(} 

1.0110 578 C培 00 ヌ6S0 '7, 490 l4-q7tJ 

度変化のない条件での値であって，実際ω A/H ω腐食度ーより，かなり人ーきいと思われる.新潟

火力の A/H の平均的腐食度は 2-4 mg/dm2, H 程度と推定される.

b. T を固定し m を変数とした場合

A/H の取替周期が与えられたときに，どんな m で運転するのが経済的かという問題に相当す

る.第 7 去に K の計算結果を示す. また，第 8 表 l乙最適空気過剰係数 mr を示す.新潟火 }J 1 

4J-ボイラは約 2 年に 1 凶エレメントを交換しているので m は1. 038以下で運転するのが経済的

である.

C. m , T を同時に変数とした場合

目的関数 K の最小値を求め，これより，最適な mo， To を見い出す.第 9 表に mo， 九を示
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キ 7来 う~の耳元替潤期を国定レた場合の車在、横失"1<
X:m KII+ J(/Z叫汁匂同fH (/25MW 遺跡前】

Tl手 ヲ同 oz弘
5c~ 107f.t.H 5c-8'努.l. H \sc・ 6ヲ~号H Sc-41紘H Þ-c~2~H 

0.5 1.0鎔 0.41 12, 762 12, 746 〆'2，完岬 r乙744 〆2， 744

/.030 0.61 12.787 l�.657 12, 641 12.641 ノ2， 641

1.038 0.77 12.818 抑脚色 12， 602 """ 12.587 間唱 12.587 -m.$n Jt,587 

1.040 0.81 15,/59 14,931 14,878 14,860 14.8珂

1.050 1.00 15,469 15,143 !4, Q50 14.837 /4.832 

1.060 1.19 15, 723 15.325 15,029 14,847 14，お8

1.070 1.37 15.922 〆'5，477 15.113 14.885 14 ， 8博

1.080 155 16.069 15,599 15,200 14,948 14.936 

1.0 1.020 041 /1.制。 1f,67Z Y凡 642 II.6M rι 602 

1.030 0.61 12,219 12,073 11.830 f人515 !/, 4'19 

1 (゚fJ 0.77 12.586 12.354 Fι帽8 初_1人470 抑吋，11.445 

1.040 0.81 13.836 13,5'12 13,185 l�'648 I己571

/.050 1.00 14.342 14, M9 13.560 12.554 

1060 11'1 i 14，到。 14AI1 13.862 12,564 

1σ70 1,37 15.ωs 14.645 14,093 13.194 12, 60Z 

1.080 1.55 15,230 14,865 14,i!56 13,315 12.r.“ 

1.5 t 020 0.41 11,334 11, 322 ".302 11.262 11, 222 

1.030 061 12,034 11 , 937 1f.774 11,450 11.1'" 

1.038 0.77 12,515 12 ,360 12,103 11.588 m嗣 11.065

1040 0.81 13.39' 13.238 1l.967 12.424 11, 834 

1.050 1.00 n972 13.776 12.799 /1,'106 

1.0ω 1.19 14,418 13, 101 1/.985 

1.070 1.37 14.751 14， 5/Jタ 14.117 /3.332 12.069 

1080 155 14,961 14.713 14.307 13.495 12,156 

2.0 1 OlO 0.41 /1.154 11 ,146 11 , /36 11, 101 Fι 036 

1.030 0.61 /1 ,'i41 円.868 11.746 1/, 502 10.944 

1.038 0.77 /l,478 12.362 17,170 1/.783 min 10, aqq 

1.0制 0.81 13.183 13.061 12.857 12.450 1/, 506 

1.050 13 ,787 13.640 13,396 12バ抑7 11.718 

1060 1.Iq 14.257 14,(1'12 13,818 /1.900 

1.070 137 14.5'iQ 14,423 14,129 13.540 12.052 

7α80 155 14,8/9 14，臼6 14,332 13.7i!3 12.1吋

2.5 1 020 0.41 11.α仰 円.040 11.021 11.005 10.935 

1.030 11,8fj5 11，8<η| 11. ヲ宮q 11.534 10, 960 

'.038 0.77 12.布7 12.364 12.210 /1.901 10，押F

1.040 0.81 13,052 12,955 12， 7マz 12.41面 11.506 

1.050 1.00 13.676 13,558 "ヲ，363 12.972 /1, 816 

1.060 1 Iq 14.160 14,028 13.809 13,370 12.070 

1./J70 1.37 14.512 /4.371 14,137 13.耐5 12.2岬

1.080 1.55 14.7J7 /4,591 14.，岬ヲ Fヨ彪O 12.416 

3.0 1.020 0.41 10.976 10.9可10 10,Q61 10.何F 10.881 

1.030 0.61 11.848 11.800 11.718 11.556 11.0剖

1.038 0.77 12,"2 12,365 12 ,236 1/，11押 11.207 

1.040 0.81 12.884 12.748 12.477 11,“a 

1.050 1.00 13.臼F 13,504 13 ,341 13.015 12.1WI 

1.060 f.1'1 14./J96 13.986 13.803 13.437 12,340 

1.070 {.37 14.454 ず4;謁? 14.140 13.河8 12.571 

7 帽。 155 14，必2 14,560 14.3ST 1..952 Fι734 
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多喜 8表 A/Hの取替芳開示与えられている時の最通空気過剰係数訴ア

ヌ町Zァ

7年
Sc=/O匂'ú"f.H Sc=8句弘之H Sc=6弔ゐ?，H Sc""4曹磁'-i;/i So=?~教~H

0.5 九æo 1,038 /.038 λ038 ろ 03，タ

1.0 /.020 ，乙ρ?O /， 0ヨ8

/.5 λρ'?fJ 

2.0 λtJ38 

2.5 

3.0 ろtJ21J λ IJ?IJ /,fJ?fJ !, 021J 1,tJ?O 

費高 q表汐20 'è九

Sc 吻(H mo To年

2 λIJ2IJ 。。

4 

6 

8 

I , 021J 。。

す . mo=1. 02 では ， S. がどんな値でも AfH の取替えは不要で、ある. 結局， 経済的には m

は可能な限り小さくすべきである.

次l乙，排ガス温度を変化させる場合について考えてみる.排ガス温度を変化させることは，

AfH 入口空気温度を変えることであり ， AfH 内部の温度分布が変化する.その結果， AfH エ

レメントの露点位置が変り，腐食による熱損失費が変化する. いま ， L1t:l= 一 l
O

C にとって，

K21 の増分 L1K21 を計算してみると，第10表のようになる T= 3 年， m=1. 05 として，第 5

表と第10表を比較してみると ， S.=4 mgfdm2, H 以上であれば，排ガス温度を下げる乙とは損で

ある .m の小さい値において K21 が小さいことから，まず m を低下させて，排ガスの露

点を下げ， しかる後に，排ガス温度を下げる ζ とによって，利益どを得る ζ とは可能である.

5. 結言

大型重油だきボイラにおいては ， AfH の腐食による熱損失費やエレメント取替費のために，

性能試験において，最高効率を与える空気過剰係数が長期的観点からは，必ずしも経済的でない

ことがわかる.
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第 10表 d今= -/OC の時の A KZ/ 

ア年
十AKzl 円/H (白州連軍転時)

司7v

Sc~6句協lHSc=IO噴砂 Sc-8句弘，l，H Sc=4司%以H Sc=2現弘知

/.0 /.020 46 37 21 F 。

l.tJ30 52 41 24 f 。

1038 69 62 4'1 25 f 

t.MtJ 74 66 5ヨ

/.050 78 72 57 

/()� 82 7S 61 f 

/070 48 44 36 /'1 。

1080 

2.0 I.IJZO 64 59 51 .37 f 

1.030 72 67 58 50 f 

f の8 85 81 75 I 62 <'5 

1.040 88 85 78 66 .31 

λ 050 94 9r 84 72 33 

1.060 100 す5 88 76 35 

1.070 5q 56 53 44 rq 

/.080 
一

3.0 fOM 70 67 52 21 
1.030 80 76 58 24 

1.038 '10 88 751 4q 

/.010 qヨ ヂI 87 78 53 

1.050 100 n ヂ3 84 57 
1060 105 102 98 83 61 
/.070 �2 61 58 5ヨ 36 
1080 

』・ーー・-

，J算例の対象とした新潟火力 1 }Jボイラは空気過剰係数 m をメペカ一指定の1. 08付近か C，ド

げて，現在， 1.05付近で運転 rjl であるが， 乙れは，;\.算結果からすると，腐食そ考えれい場合の

最適値であって，現実の腐食を考えれば，さらに m を下げることが望ましい.

最後に，本研究を行うに当って，資料を提供して下さった東北電力(株)火力部に対して厚く御

礼申し tげます.
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